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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月5日(2017.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　本発明をその例示的な実施形態を参照しつつ具体的に説明してきたが、添付の請求の範
囲に包含される本発明の範囲を逸脱することなく、様々な形および詳細の変更がなされ得
ることが当業者によって理解されるであろう。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
〔態様１〕
　送信源から受信した駆動信号に応答して音圧放射を生成する音響送信トランスデューサ
と、
　前記音圧放射の少なくとも一部を受信したことに応答してソースレベル信号を生成する
音響受信トランスデューサと、
　前記ソースレベル信号を監視し、前記監視したソースレベル信号を報告するように構成
されたコントローラと、
を備える、音響プロジェクタ。
〔態様２〕
　態様１に記載の音響プロジェクタにおいて、前記コントローラが、前記監視したソース
レベル信号を、このソースレベル信号に基づいて前記駆動信号を制御するように構成され
た遠隔コントローラに報告するように構成されている、音響プロジェクタ。
〔態様３〕
　態様１または２に記載の音響プロジェクタにおいて、さらに、
　前記駆動信号の電圧レベルを測定するように構成された電圧監視回路を備え、
　前記コントローラが、前記測定された電圧レベルを監視し、この監視した電圧レベルを
報告するように構成されている、音響プロジェクタ。
〔態様４〕
　態様３に記載の音響プロジェクタにおいて、前記コントローラが、前記監視した電圧レ
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ベルを、この電圧レベル信号に基づいて前記駆動信号を制御するように構成された遠隔コ
ントローラに報告するように構成されている、音響プロジェクタ。
〔態様５〕
　態様１から４のいずれか一態様に記載の音響プロジェクタにおいて、さらに、
　前記駆動信号の電流レベルを測定するように構成された電流監視回路を備え、
　前記コントローラが、前記測定された電流レベルを監視し、この監視した電流レベルを
報告するように構成されている、音響プロジェクタ。
〔態様６〕
　態様５に記載の音響プロジェクタにおいて、前記コントローラが、前記監視した電流レ
ベルを、この電流レベル信号に基づいて前記駆動信号を制御するように構成された遠隔コ
ントローラに報告するように構成されている、音響プロジェクタ。
〔態様７〕
　態様１から６のいずれか一態様に記載の音響プロジェクタにおいて、さらに、
　前記駆動信号の電圧レベルを測定するように構成された電圧監視回路と、
　前記駆動信号の電流レベルを測定するように構成された電流監視回路とを備え、
　前記コントローラは、前記測定された電圧レベルと前記測定された電流レベルとを監視
し、前記監視した電圧レベルと前記監視した電流レベルとに基づいて前記音響送信トラン
スデューサのインピーダンスの指標を取得するように構成されている、音響プロジェクタ
。
〔態様８〕
　態様７に記載の音響プロジェクタにおいて、前記コントローラが、インピーダンスの前
記指標を、前記インピーダンスの前記指標に基づいて前記駆動信号を制御するように構成
された遠隔コントローラに報告するように構成されている、音響プロジェクタ。
〔態様９〕
　態様１から８のいずれか一態様に記載の音響プロジェクタにおいて、前記音響受信トラ
ンスデューサが水中マイクロフォンを備える、音響プロジェクタ。
〔態様１０〕
　態様９に記載の音響プロジェクタにおいて、前記水中マイクロフォンがポリマーフィル
ムを備える、音響プロジェクタ。
〔態様１１〕
　態様１０に記載の音響プロジェクタにおいて、前記ポリマーフィルムが圧電ポリフッ化
ビニリデン（ＰＶＤＦ）を備える、音響プロジェクタ。
〔態様１２〕
　態様９に記載の音響プロジェクタにおいて、前記水中マイクロフォンが圧電セラミック
スを備える、音響プロジェクタ。
〔態様１３〕
　送信源から受信した駆動信号に応答して、音響送信トランスデューサにおいて音圧放射
を生成することと、
　前記音圧放射の少なくとも一部を受信したことに応答して、音響受信トランスデューサ
においてソースレベル信号を生成することと、
　前記ソースレベル信号を監視し、前記監視したソースレベル信号を報告することと、
を含む方法。
〔態様１４〕
　態様１３に記載の方法において、前記監視したソースレベル信号を報告することが、バ
スを介して遠隔コントローラに前記ソースレベル信号を報告することを含み、
　当該方法が、さらに、
　前記ソースレベル信号に基づいて前記駆動信号を制御することを含む、方法。
〔態様１５〕
　態様１３または１４に記載の方法において、さらに、
　前記駆動信号の電圧レベルを測定することと、
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　前記監視した電圧レベルを報告することと
を含む、方法。
〔態様１６〕
　態様１５に記載の方法において、前記監視した電圧レベルを報告することが、前記監視
した電圧レベルを、バスを介して遠隔コントローラに報告することを含み、
　当該方法が、さらに、
　前記電圧レベル信号に基づいて前記駆動信号を制御することを含む、方法。
〔態様１７〕
　態様１３から１６のいずれか一態様に記載の方法において、さらに、
　前記駆動信号の電流レベルを測定することと、
　監視した電流レベルを報告することとを含む、方法。
〔態様１８〕
　態様１７に記載の方法において、前記監視した電流レベルを報告することは、前記監視
した電流レベルを、バスを介して遠隔コントローラに報告することを含み、
　当該方法が、さらに、
　前記電流レベル信号に基づいて前記駆動信号を制御することを含む、方法。
〔態様１９〕
　態様１３から１８のいずれか一態様に記載の方法において、さらに、
　前記駆動信号の電圧レベルを測定することと、
　前記駆動信号の電流レベルを測定することと、
　前記監視した電圧レベルと前記監視した電流レベルとに基づいて前記音響送信トランス
デューサのインピーダンスの指標を取得することと、を含む方法。
〔態様２０〕
　態様１９に記載の方法において、さらに、
　前記インピーダンスの前記指標を、バスを介して遠隔コントローラに報告することと、
　前記インピーダンスの前記指標に基づいて前記駆動信号を制御することとを含む、方法
。
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